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ふ化直前
の卵を抱

えるホン
ヤドカリ

ヤドカリの赤ちゃんが育つまで～ヤドカリの繁
はん

殖
しょく

に挑
ちょう

戦
せん

～‥‥ ２・３
いるかの時間・あざらしの時間‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４
　「かごしま水族館のイルカたち～これまでとこれから～」
ここがみどころ「４階：桜島溶

よう

岩
がん

の斜面」‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５
錦江湾のなかまたち「96．クロツラヘラサギ」‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５
アクアラボ「タイムトラベル！イルカの進化をたどってみよう」‥‥‥６
特別企画展‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６
　「鹿児島の海のほ乳類～座礁クジラが教えてくれたこと～」
タコさんウインナー?! ヤマタロウヤドリツノムシ発見記‥‥‥‥‥‥７
いおワールド通信‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥８
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カエルアンコウの仲間は世界で
５３種が知られており、その多く
が浅海域に生息します。その中で、
Antennarius biocellatusの１種のみが汽
水域を中心に生息し、純淡

たん

水
すい

域にも
侵入します。本種はこれまで台

たい

湾
わん

以南
の西太平洋と東インド洋に分布する
と考えられていましたが、屋久島と沖
縄島の河川河口域から採集された４
個体（体長８〜１３センチ）が２０２２
年７月に日本初記録として報告され
ました。新標準和名のピエロカエルアンコウは、円

えん

錐
すい

形の背
せ

鰭
びれ

第２棘
きょく

がピエロの三角帽
ぼう

子
し

（パーティーハット）に似ることに加え、眼周辺の模様がピエロのメイクを連想させること
に因みます。本種は胸鰭や腹鰭を用いて水底を歩くように移動し、遊泳能力は低いのです
が、産する凝

ぎょう

集
しゅう

浮
ふ

性
せい

卵は高い分散能力を誇
ほこ

ります。屋久島の個体は卵時に黒潮によって南
方から運ばれてきたと考えられます。� （鹿児島大学総合研究博物館　館長　本村浩之）

１０月３０日、水族館の近くにある公園「かんまち
あ」で行われたイベント「元気フェスタinかんまちあ」に出展しました。会場にはステー
ジイベントや体験ブース、マルシェなどがあり、飲食店をはじめ海上保安庁など幅

はば

広い
団体が参加していました。当館は恒

こう

例
れい

のショップ商品の販
はん

売
ばい

と、初の試
みである缶

かん

バッジ作り体験を行いま
した。缶バッジはジンベエザメやイ
ルカなどの４つのデザインから好きな絵

え

柄
がら

を２つ選んでもらい、自分でレ
バーを押すだけで作れる手軽さが大変好評でした。イベント開始直後から
親子連れを中心に多くのお客様に来ていただき、終日活気がありました。
近
きん

隣
りん

でこのような賑
にぎ

わいを見せる場所があることを知り、地域全体で今後
ますます鹿児島を盛り上げていきたいと思いました。� （濵田毬華）

１１月２日に開
かい

催
さい

された第７１回おはら祭の夜まつりにかごしま水族館も参加し
ました。新型コロナウイルス感染症の影

えい

響
きょう

で中止となっていましたが、例年より規
模を縮小しながらも３年ぶりの夜まつり開催となりました。
今回は「おはら節」、「鹿児島ハンヤ節」、「渋

しぶ

谷
や

音頭」の３種類を踊
おど

りました。事
前の練習では、３年ぶりに踊るため振り付けを忘れている職員がほとんどで悪

あく

戦
せん

苦
く

闘
とう

。始まるまではうまく踊れるか不安もありましたが、いざ始まると久しぶりに味
わう夜のまつりの雰

ふん

囲
い

気
き

も手伝って楽しく踊ることができました。� （平野慎一郎）

世界中を熱狂させたサッカー
Ｗ杯カタール大会は、アルゼン
チンの36年ぶりの優勝で幕を閉
じました。決勝戦で双方が最後
の最後までゴールをあきらめる
ことなく攻め続けたプレーは、
サッカーの面白さだけでなく、
心に残る感動を与えてくれるも
のでした。早くも次回大会が待
ち遠しくてなりません。
さて、水族館の今を伝える
ニュースレターとして季刊でお届
けする「さくらじまの海」は、本
号で区切りの100号となります。
読み返せば、飼育や展示の話題
からフィールドでの採集や観察
などが綴

つづ

られ、当時が懐かしく
思い出されます。水族に向き合
う中で経験した苦労や感動を職
員の目線で書くことを大切にし
て、次号からも水族館や海の旬
の話題を待ち遠しく思っていた
だけるような紙面をお届けして
まいります。これからもどうぞよ
ろしくお願いします。� （佐々木）
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No.27　ピエロカエルアンコウ

編集後記

元気フェスタinかんまちあ

第７１回おはら祭の夜まつりに参加しました

ピエロカエルアンコウ　Antennarius biocellatus
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さかのぼること２０１９年春―イルカとアザラシの
飼育から一転、部署異動した先で最初に担当したの
は、それまで全く縁

えん

のなかった“ヤドカリ”でした。
恥
は

ずかしながら「ヤドカリ＝貝がらを背負う」程度
の知識しかなかった当時の私にとって、その飼育は未
知との遭

そう

遇
ぐう

の連続でした。彩
いろど

り豊かな体色、種ごとに
違
ちが

う特
とく

徴
ちょう

的な眼、左右非
ひ

対
たい

称
しょう

の体、不思議な行動の
数々、生まれてしばらくは貝がらを背負わず海を漂

ただよ

う
赤ちゃん…知れば知るほど魅

み

力
りょく

的なヤドカリの世界に
のめり込み、ヤドカリを愛して３年。目標は「水族館
で生まれたヤドカリを展示したい！」
そして今年、ついに念願の繁殖個体の展示にこぎつ
けました。今回はヤドカリの繁殖に挑戦した一部始終
をお届けします。

恋
こい

の季節がやってきた！
　　～交

こう

尾
び

前ガーディング～
本館１階で展示しているホンヤドカリやユビナガホ
ンヤドカリは、鹿児島の海でもよく見かけるヤドカリ
で、冬から春にかけて繁殖期を迎

むか

えます。

ホンヤドカリのなかまでは、繁殖期にオスがメスを
連れまわす「交尾前ガーディング」という面白い行動
が見られます。メスが他のオスとの受精卵をすでに抱

かか

えていると、その卵がふ化した後でなければ次の交尾
ができません。そこでオスは意中のメスが交尾できる
よ う に な る
ま で 貝 が ら
をつかんだま
まキープする
のです。展示
水槽でも１２
月〜４月ごろ
に交尾前ガー
ディングが見
られます。

体の形が変わる！？
ホンヤドカリやユビナガホ
ンヤドカリの卵は始めは黒っ
ぽい色をしていますが、少し
ずつオレンジ色に変わり、や
がて卵の中に黒い眼が見える
状態（発眼卵）になると、ふ
化も間近です（表紙写真）。
卵がふ化すると、全長２㎜
ほどの「ゾエア幼生」が生まれます。メスはゾエア幼
生が卵からふ化すると同時に海中に放ちます。これを
「放

ほう

仔
し

」といいます。ヤドカリと聞いて私たちが思い
浮
う

かべる姿とは似ても似つかぬゾエア幼生は、海中を
漂いながら生活し、脱

だっ

皮
ぴ

を繰
く

り返して「グラウコトエ
幼生」に変わります。さらに脱皮して腹部がねじれる
と「稚

ち

ヤドカリ」いわゆる“ヤドカリの形”になりま
す。成長の過程で体の形が変わることを「変態」とい
いますが、ヤドカリはふ化後、なんと２回も変態する
のです。

ヤドカリの赤ちゃんを育てる！
展示水槽でふ化したゾエア幼生は、他の生きもの
に食べられたり排

はい

水
すい

口
こう

に吸
す

い込
こ

まれたりするためそ
のままでは育ちません。ある日、水槽に漂うたくさん
のゾエア幼生を見て「ゾエア幼生から育てたヤドカリ
を展示しよう」と思い立ちました。さっそく抱

ほう

卵
らん

中の
ホンヤドカリとユビナガホンヤドカリのメスを別の水
槽に移し、ふ化したゾエア幼生を隔

か

離
くり

して飼育を始め
ました。
小さなゾエア幼生は
とても繊

せん

細
さい

で、ほんの
少しの刺

し

激
げき

や環境の
変化でさえ命取りとな
ります。初めての飼育
は水流や水温、容器内
の個体数、えさの量な
ど、試

し

行
こう

錯
さく

誤
ご

の連続で
した。
えさはシオミズツボ
ワムシという小さな動
物プランクトンを与

あた

え
ます。えさを食べるこ

特 集 ヤドカリの赤ちゃんが育つまで
～ヤドカリの繁

はん

殖
しょく

に挑
ちょう

戦
せん

～

ホンヤドカリ ユビナガホンヤドカリ

交尾前ガーディング（右がオス、左がメス）

ゾエア幼生
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とができているのか１匹ずつ確認することはできませ
んが、ふ化後１０日以上経っても元気に泳いでいる個
体は「ひとつの山場を越したかな」と感じました。
ゾエア幼生は水流が強いと体力を消

しょう

耗
もう

して衰
すい

弱
じゃく

し、
弱いと底にたまるゴミが体について病気の原因になる
ため、エアレーションで緩

ゆる

やかな水流を作り、こまめ
に水換

か

えをするなど細部に気を配りながら世話をしま
す。しかし、努力むなしく異常な動きが出たり全滅し
たりと一

ひと

筋
すじ

縄
なわ

ではいきません。原因を探りつつ飼育環
境を微

び

調
ちょう

整
せい

する日々が続きます。

ゾエア幼生からグラウコトエ幼生へ
「あっ、形がちが
う！」その日は突

とつ

然
ぜん

やってきました。ゾ
エア幼生の飼育を始
めて１か月近く経っ
たころ、１匹の体
が明らかに前日まで
とは異なり一回り大
きくなっていたので
す。ついにグラウコ
トエ幼生への変態

です！図
ず

鑑
かん

でしか見たことのないその姿を目の前にし
て、とても感動しました。
グラウコトエ幼生になると泳ぐ時間は減り、着底し
て歩くようになります。
グラウコトエ幼生の近くに小さな貝がらを置いてみ
ると、しばらくして出たり入ったりと様子を確かめて
いるようです。その後、貝がらにすっぽりと入り姿が
見えなくなりました。生存確認のためにそっとのぞく
と、小さな針の先ほどの黒い眼がふたつ、貝がらの口
からこちらを見ています。すぐにひっこんでしまうた
め体までは観察できませんが「いつ稚ヤドカリになる
のかな？」と期待が高まります。

いつ稚ヤドカリに？
結論から言うと、今回は残念なことに稚ヤドカリに
なったタイミングを確認することができませんでし
た。肝

かん

心
じん

の脱
だっ

皮
ぴ

殻
がら

を見落としてしまったのです。小さ
な脱皮殻は柔

やわ

らかく崩
くず

れやすいので、えさの残りなど
と混ざってしまったのかもしれません。貝がらを背負
い活発に歩き回る稚ヤドカリを見ると、無事に成長し
た嬉

うれ

しさと変化を見
み

逃
のが

した悔
くや

しさが入り混じります。
数え切れないほどのゾエア幼生から稚ヤドカリまで無
事に育ったのは、たったの８匹。次への課題を残して
今年の繁殖シーズンは幕を閉じました。

これからの繁殖と展示に向けて
今回繁殖に取り組むと同時に、ゾエア幼生とグラウ
コトエ幼生の生体展示を行いました。短期間ながらヤ
ドカリの生活史を紹

しょう

介
かい

する一助となり、その後成長し
た稚ヤドカリは今も展示中です。
現在、展示水槽と予備水槽合わせて２０種類を超

こ

え
るヤドカリを飼育しており、その中には繁殖について
十分な情報がない種も多く含まれています。もし水族
館で繁殖させることができれば新しい情報が得られる
可能性もあります。今回の経験と反省を活かし、今後
もヤドカリ類の繁殖に取り組んでいきたいです。
� （二階堂　梨沙）

展示の様子（左の小さい水槽が稚ヤドカリ）

グラウコトエ幼生

展示中の稚ヤドカリ（ホンヤドカリ）
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かごしま水族館のイルカたち
～これまでとこれから～

１９９８年の「さくらじまの海」第１巻、初
めてのイルカの記事は「イルカも散歩するの？
－錦江湾とプールを結ぶイルカ水路－」。かご
しま水族館の屋内プールから屋外のイルカ水路
に出るトレーニングの苦労を書いたものでし
た。水路に出るまでにはいくつかの水門をくぐ
る必要があります。好

こう

奇
き

心
しん

が強いイルカたちで
すが、初めてのことに
は慎

しん

重
ちょう

です。１つ目の
水門をくぐるのに１か
月かかりました。また
イルカ水路に出ること
ができるようになった
後も、すぐそばを桜島
フェリーが通ると、驚

おどろ

いてプールに逃げ帰る
こともありました。

あれから２５年。今では毎日、１０時３０分
から１６時までイルカ水路にイルカが出ていま
す。２５年の間にはさまざまなことが起こりま
した。イルカ水路にはたくさんの野生の生きも
のがやってきます。とても口には入らないよう
な大きな平たい魚をナーガが水路でつかまえて
くわえていたこともありました。水路に生息し
ている魚が赤潮ですべて死んでしまったことも
ありました。
イルカ水路で行っているプログラム「青空
イルカウォッチング」は昨年から内容を一新し
ました。もともとイルカ水路は、錦江湾にも生
息している野生のイルカに思いを馳

は

せていただ
きたいという思いから作られた施

し

設
せつ

です。いつ
かトレーナーの姿やナビゲーターの姿なしに、
ただただイルカの動きを眺

なが

めるプログラムを

作ってみたいと考えてい
ました。その思いがつい
に形となったのです。ト
レーナーの合図でイルカ
が勢いよくイルカ水路に
泳いでいき、さまざまな
動きを見せてくれます。
青空の下、壮

そう

大
だい

な音楽を
バックにキラキラと光る海面をジャンプするイ
ルカ。時には速く泳いだり、お腹を見せて泳い
だり。イルカの動きだけでなく、ぜひくるくる
と表情の変わる海にも注目していただけたらと
思います。イルカが泳いだ時にできる波、ジャ
ンプの後に見える波

は

紋
もん

。もしも、ふいに海で野
生のイルカと出会ったら、こんな感じなのだろ
うかと思うプログラムです。

オープン当初からいるイルカたちは推定３１
歳になりました。２５年の間には赤ちゃんイル
カも次々に生まれ、すくすくと元気に育ってい
ます。職員も２５歳年を重ねました。イルカも
人も世代交代の時期がやってきたような気がし
ます。これからの２５年はどんなふうになって
いくのでしょうか。いつまでもイルカたちが元
気で楽しく、共に年を重ねられるようにと願っ
てやみません。� （大塚美加）
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４階鹿児島の海
「桜島溶

よう

岩
がん

の斜面」
この水槽は霧

きり

島
しま

錦江湾国立公園内の桜島海域公園
地区として指定されている、桜島西部の海中を再現
しています。ここでは大正大噴火により流れ出た溶
岩が海底まで急な斜

しゃ

面
めん

を作り出しています。
北側の湾

わん

奥
おう

部や南側の湾中央部よりも幅
はば

がせまく
水深も浅いこの場所は、非常に潮の流れが速い海域
です。ダイバーは流されそうになってしまいます
が、そのような速い潮流の中でもたおやかに泳ぐの
がアカオビハナダイです。この海域はアカオビハナ
ダイが多く生息しており、帯のような赤い部分があ
るオスと帯がないメスが大きな群れを作ります。オ
スがメスの前で急に泳ぎ上がる求愛や、オス同士が

かみ合う闘
とう

争
そう

の様子は水槽の中でも見ることができ
ます。
またこの海域は、長さが２mにもなるしなやかな
ムチカラマツ、オレンジ色の枝のようなオドリカラ
マツ、花のようにボリプをのばすキサンゴのなかま
なども多く見られます。流れてくるプランクトンを
えさとするこれらサンゴのなかまのために、水槽の
中でも速い流れを作り、プランクトンの代わりとな
る細かいえさを与えています。
陸上のゴツゴツとした溶岩原からは想像できない
ような美しい生きものたちにより、海中の溶岩斜面
は彩
いろど

られているのです。� （広瀬　純）

96. クロツラヘラサギ
秋から冬、錦江湾湾奥の干

ひ

潟
がた

や河口に姿を現す
渡
わた

り鳥がいます。しゃもじのようなヘラ状の 嘴
くちばし

が特
とく

徴
ちょう

の「クロツラヘラサギ」です。東アジアに
のみ生息する絶

ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

種で、世界で約６０００羽
しか確認されておらず、日本には主に九州以南へ
越
えっ

冬
とう

のために飛来します。２０２２年１１月、湾
奥部で６０羽近い個体を確認することができまし
た。湾奥部だけでこれだけ多くの個体が越冬でき

るのは、錦江湾の浅
あさ

瀬
せ

に豊かな生態系が息づいて
いるからに違

ちが

いありません。
クロツラヘラサギがえさとするのは、干潟や河
口付近の小型魚類や甲

こう

殻
かく

類です。大きな嘴を水に
入れ左右に大きく振

ふ

りながらえさを探します。一
羽がえさを探し始めると、つられたように他の個
体もえさを探し始めます。ぐいーんぐいーんとワ
イパーのようにみんなで頭を振る姿はなんだか

ユーモラスで、思わずくすっと笑ってしまい
ます。午後にはあたたかな西日に照らされな
がら寝

ね

ている個体や、そんな個体をよそにひ
たすらえさを食べている個体も…。静かな浅
瀬でのんびり過ごしているクロツラヘラサギ
たちを観察しているとあっという間に時間が
過ぎてしまいます。
毎年クロツラヘラサギたちが美しいV字飛
行でやってくるのを見て、これからも安心し
て越冬できる錦江湾の浅瀬を守っていかなけ
ればならないと強く感じます。�（堀江　諒）錦江湾の湾奥部浅瀬に飛来した

クロツラヘラサギ
小型のボラを捕食している様子
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特別企画展
鹿児島の海のほ乳類

～座礁クジラが教えてくれたこと～
令和5年3月17日（金）～5月31日（水）

タイムトラベル！
イルカの進化をたどってみよう

水の中を泳ぐイルカ。一見すると魚のなかまのよ
うにも見えますが、私たちヒトと同じほ乳類という
グループに入ります。そんなイルカは一体どんな進
化をしてきたのでしょうか。

イルカの祖先は約５３００万年前にいました。名前
をパキケタスといいます。パキケタスは海ではなく
陸の上で暮らしていました。体にひれはなく、他の
ほ乳類と同じように４つの足で歩いていたのです。
それが徐

じょ

々
じょ

に４つの足には泳ぎやすいように水かき

がつき、やがて前足はひれの形に、後ろ足はなく
なって１５００万年前には今のイルカとほとんど変
わらない姿になりました。こうしてイルカもとても
長い時間をかけて現在の姿へと進化してきたのです。

イルカの祖先はなぜ海の中を進化の場所に選んだ
のでしょうか。イルカの祖先がいた時代の地球上
は、それまで繫

はん

栄
えい

していた恐
きょう

竜
りゅう

や大型のは虫類が絶
ぜつ

滅
めつ

したばかりで、海には敵が少なく、えさが多い環
境であったことが理由の一つであると考えられてい
ます。
今回のアクアラボではイルカの進化について紹介
していますが、全ての生きものに進化の歴史があり
ます。皆さんもぜひ気になった生きものの進化を調
べてみてください。� （伊藤大介）

皆さんは砂浜にクジラが打ち上がっているのを見
たことがありますか？海のほ乳類が、浜に打ち上っ
たり（座

ざ

礁
しょう

）、漁師さんの網
あみ

にかかってしまった
り（混

こん

獲
かく

）、普
ふ

段
だん

生息していない川や港で見つかっ
たり（迷入）することをストランディングといい
ます。ストランディングは全国で年間約３００件、

鹿児島県でも年間１０〜１５件起きています。かご
しま水族館ではオープン以来、このストランディン
グの調査を行ってきました。これまでの調査ではザ
トウクジラやシャチ、マッコウクジラなど皆さんも
よく知っているクジラからタイヘイヨウアカボウモ
ドキや謎

なぞ

のアシカといった超
ちょう

貴重な種類まで記録さ
れています。今回はこの調査で得られたさまざまな
標本や情報から鹿児島のストランディングについて
紹介します。日本に１１体しかないニホンアシカの
標本や国立科学博物館やその他の研究機関で保管さ
れている鹿児島由来の標本もやってきます。また
マッコウクジラやシャチの歯に触れたり、館内にち
りばめられたカードを集めて図

ず

鑑
かん

を作ったりするこ
ともできます。この春、あなたの知らないところで
身近に起きているストランディングに触

ふ

れて、たく
さんの驚きや発見をしてみませんか。� （前原啓佑）

現在のイルカのすがた

イルカの進化の過程
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タコさんウインナー ?!
ヤマタロウヤドリツノムシ発見記

平成１２年のある日、その生きものに出会いまし
た。水族館で展示するため、当時発見されて間もない
大
おお

隅
すみ

半島の固有種であるミカゲサワガニを大隅半島南
部の山間部で採集している時でした。

教えてもらった沢
さわ

で探すとミカゲサワ
ガニは簡単に見つか
りました。しかしそ
の体表には白い寄生
虫のようなものがう
ごめいていて、触

さわ

る
のをためらうほどで
した。

ミカゲサワガニは無事に展示できましたが、白い寄
生虫のようなものが気になって気になって仕方があり
ません。ミカゲサワガニの論文には寄生虫の記述はな
く、研究室に聞いてみても、専門のカニ以外は分から
ないとのことでした。

ゴマ粒
つぶ

ほどの白い体に５本の触
しょく

手
しゅ

をゆらめかせなが
ら、せわしなくミカゲサワガニの体表を動きまわる姿
は、何か宇宙生物でも見ているようで背すじがゾクッ
とするほど不気味に感じました。

図
ず

鑑
かん

を調べても、誰
だれ

に聞いても分かりません。そも
そも何のなかまなのか、まったく見当がつきません。
その後もミカゲサワガニを見るたびにモヤモヤしてい
ましたが、どうすることもできません。そうこうする
うちに月日はたち、迷宮入りは確実だと思っていたあ
る日、運命の出会いがありました。

寄生虫の研究者である上野大輔氏が、かごしま水族
館に遊びに来ていたのです。

上野氏に謎
なぞ

の生きものの話をしたところ、すぐに興
味を示してくれて、一

いっ

緒
しょ

に採集に行きました。しかし
実物を見た彼も何のなかまなのかまったく分からず、
謎は深まるばかりでした。

しかしさすがは専門家、さまざまな文
ぶん

献
けん

を当たって
それらしき生きものを探りあてました。扁

へん

形
けい

動
どう

物
ぶつ

のヤ
ドリイツツノムシというなかまだと言うのです。

扁形動物とは原始的な動物のグループで、海に生き
るものはヒラムシのなかまが、淡

たん

水
すい

のものはプラナリ
アが知られています。体が平たく、体の内部も単純な
生きものです。

ヤドリイツツノムシは淡水のカニやエビなどの体表
に住み（宿り）五つの角（触手）を持つ虫、すなわち

「宿
やど

り五
いつ

角
つの

虫
むし

」です。海外では多く報告されているも
のの日本ではほとんどなじみのない生きものです。俄

が

然
ぜん

新種の可能性が高まりました。

不思議なことは、カニなどの体の上に住んでいるだ
けで、寄生虫ではないということです。寄生虫の専門
家が調べるのに苦労するわけです。

そしてその後、もう一つ奇
き

跡
せき

が起きます。上野氏が
鹿児島大学の助教として採用され鹿児島に移り住んで
きたのです。大学の研究室
の学生にも調べてもらい研
究のスピードは一気にあが
りました。また鹿児島で山
太郎ガニと呼ばれるモクズ
ガニにも付いていることが
分かりました。

そして令和４年の夏、タ
コさんウインナー発見の報
が日本中を駆

か

け巡
めぐ

りまし
た。触手を縮めた姿が「タ
コさんウインナー」みた
いだという上野氏の感想が
新聞やテレビのタイトルに
なりました。正式な名前は
ヤマタロウヤドリツノム
シ（Temnosewellia aff. 
vietnamensis）です。

東南アジアにいるヤドリ
イツツノムシに非常に似ているというところまでこぎ
つけましたが、はたして新種なのか？どうしてこの地
域にいるのか？など謎はつきません。もしかすると意
外とたくさんいるけれど気づかれていないだけかもし
れません。まだまだ研究は続きそうです。 （宮崎　亘）

モクズガ二

タコさんウインナーに見える？
ヤマタロウヤドリツノムシ

（鹿児島大学・上野大輔氏提供）

ミカゲサワガニの体をはいまわるヤマタロウヤドリツノムシ

触手を伸ばしたヤマタロウヤドリツノムシ

ミカゲサワガニと
ヤマタロウヤドリツノムシ
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ふ化直前
の卵を抱

えるホン
ヤドカリ

ヤドカリの赤ちゃんが育つまで～ヤドカリの繁
はん

殖
しょく

に挑
ちょう

戦
せん
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カエルアンコウの仲間は世界で
５３種が知られており、その多く
が浅海域に生息します。その中で、
Antennarius biocellatusの１種のみが汽
水域を中心に生息し、純淡

たん

水
すい

域にも
侵入します。本種はこれまで台

たい

湾
わん

以南
の西太平洋と東インド洋に分布する
と考えられていましたが、屋久島と沖
縄島の河川河口域から採集された４
個体（体長８〜１３センチ）が２０２２
年７月に日本初記録として報告され
ました。新標準和名のピエロカエルアンコウは、円

えん

錐
すい

形の背
せ

鰭
びれ

第２棘
きょく

がピエロの三角帽
ぼう

子
し

（パーティーハット）に似ることに加え、眼周辺の模様がピエロのメイクを連想させること
に因みます。本種は胸鰭や腹鰭を用いて水底を歩くように移動し、遊泳能力は低いのです
が、産する凝

ぎょう

集
しゅう

浮
ふ

性
せい

卵は高い分散能力を誇
ほこ

ります。屋久島の個体は卵時に黒潮によって南
方から運ばれてきたと考えられます。� （鹿児島大学総合研究博物館　館長　本村浩之）

１０月３０日、水族館の近くにある公園「かんまち
あ」で行われたイベント「元気フェスタinかんまちあ」に出展しました。会場にはステー
ジイベントや体験ブース、マルシェなどがあり、飲食店をはじめ海上保安庁など幅

はば

広い
団体が参加していました。当館は恒

こう

例
れい

のショップ商品の販
はん

売
ばい

と、初の試
みである缶

かん

バッジ作り体験を行いま
した。缶バッジはジンベエザメやイ
ルカなどの４つのデザインから好きな絵

え

柄
がら

を２つ選んでもらい、自分でレ
バーを押すだけで作れる手軽さが大変好評でした。イベント開始直後から
親子連れを中心に多くのお客様に来ていただき、終日活気がありました。
近
きん

隣
りん

でこのような賑
にぎ

わいを見せる場所があることを知り、地域全体で今後
ますます鹿児島を盛り上げていきたいと思いました。� （濵田毬華）

１１月２日に開
かい

催
さい

された第７１回おはら祭の夜まつりにかごしま水族館も参加し
ました。新型コロナウイルス感染症の影

えい

響
きょう

で中止となっていましたが、例年より規
模を縮小しながらも３年ぶりの夜まつり開催となりました。
今回は「おはら節」、「鹿児島ハンヤ節」、「渋

しぶ

谷
や

音頭」の３種類を踊
おど

りました。事
前の練習では、３年ぶりに踊るため振り付けを忘れている職員がほとんどで悪

あく

戦
せん

苦
く

闘
とう

。始まるまではうまく踊れるか不安もありましたが、いざ始まると久しぶりに味
わう夜のまつりの雰

ふん

囲
い

気
き

も手伝って楽しく踊ることができました。� （平野慎一郎）

世界中を熱狂させたサッカー
Ｗ杯カタール大会は、アルゼン
チンの36年ぶりの優勝で幕を閉
じました。決勝戦で双方が最後
の最後までゴールをあきらめる
ことなく攻め続けたプレーは、
サッカーの面白さだけでなく、
心に残る感動を与えてくれるも
のでした。早くも次回大会が待
ち遠しくてなりません。
さて、水族館の今を伝える
ニュースレターとして季刊でお届
けする「さくらじまの海」は、本
号で区切りの100号となります。
読み返せば、飼育や展示の話題
からフィールドでの採集や観察
などが綴

つづ

られ、当時が懐かしく
思い出されます。水族に向き合
う中で経験した苦労や感動を職
員の目線で書くことを大切にし
て、次号からも水族館や海の旬
の話題を待ち遠しく思っていた
だけるような紙面をお届けして
まいります。これからもどうぞよ
ろしくお願いします。� （佐々木）

さくらじまの海 2022年第26巻 第3号 通巻100号
（2022年12月発行）
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No.27　ピエロカエルアンコウ

編集後記

元気フェスタinかんまちあ

第７１回おはら祭の夜まつりに参加しました

ピエロカエルアンコウ　Antennarius biocellatus


